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番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

単元などをまとまりとした評価シートを作成し，授業を通して身
につけた力を生徒に評価させ，学習方法の改善や学習意欲
の向上を図る。また，それを授業改善や個に応じた指導に役
立てる。

【授業アンケート】
【評価シートの活用状況】

「やまなしスタンダード」7つの視点の実践に向け，相互授業参
観等を通し,教科を超えて学び合い，魅力ある授業づくりにチー
ムとして取り組む。

【授業アンケート】
【相互授業参観の状況】

個別面談や「今未来手帳」の活用を通じて，学習状況等の把
握に努める。また，生徒に学習目標を持たせ学習意欲を喚起
する。

【今未来手帳活用状況】
【二者懇談の機会の確保】

挨拶指導の徹底や言葉遣い・聞き方の指導を通じて，社会の
中で良好な人間関係を作り上げるための基本的マナーを身に
つけさせる。

【登校指導の実施】
【学年・学科集会など様々な場面での指導】

学校行事・部活動・地域交流など，多くの人と関わり合い良好
な人間関係を形成する場面を設ける。 【部活動の活性化】

【学校生活の充実感】
【地域交流の活動状況】

教職員間の共通理解及び保護者との連携を図り，良好な人間
関係と規範意識を醸成する。

【教職員間の情報共有】
【保護者への情報発信】

「総合的な探究（学習）の時間」「LHR」「産業社会と人間」等を
活用し，外部機関等と連携しながら効果的なキャリア教育を行
う。

【計画的な進路ガイダンスの実施】

【地域社会への関心度】

インターンシップやオープンキャンパス等を有効に活用し，社
会の一員としての職業観を養い，将来の職業選択の基盤を作
る。 【事前・事後指導の充実】

土曜講座，長期休業課外，小論文講座，各種検定など生徒の
ニーズに応じた学習機会を設け，積極的な参加を促す。

【多様な学習機会の提供】

生徒や保護者への情報提供を充実させ，進路意識や目的意
識を高める。

【各種便り，HP等の充実】

地域の外部行事を積極的に伝達するとともに，その行事等を
企画の段階から自主的に取り組み，社会参画の場面を工夫
し，成就感や自信が持てる実践的な取り組みを行う。 【生徒会活動の充実】

【広報活動の充実】
【笛吹市との包括連携による活動】

ウエルカム笛吹・フェスタ笛吹の行事を通じ，地域社会の一員
としての所属感や連帯感をさらに強く持てるよう育成する。

【フェスタ笛吹への主体的な取り組み】

【外部への積極的なＰＲ】

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

あまりできていない。

3

各々の適性に応じた進路を実
現するためのキャリア教育の実
践

4

具体的な学習の場面におい
て，学んだことを積極的に生か
し，他者と連携･協同しながら課
題解決する力を育む

1
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良好な人間関係と規範意識の
醸成を目指した，日常的な教育
活動の工夫

学習意欲の向上と確かな学力
の定着をはかり，魅力ある授業
づくりに向けた授業改善の工夫

自己評価結果

・グランドデザイン制作の主旨の理解と具体的
な取り組みの推進を図る。その際、笛吹市との
包括連携事業を踏まえた取り組みを検討し、魅
力ある学校づくりにつなげていく。
・生徒会活動による地域の行事に関わる機会を
設ける中で、どの生徒も参加できるようにする。
・地域におけるボランティア活動に対する生徒
の全校的かつ積極的な取り組みの充実が必
要。
・生徒のシチズン感覚、社会参画意識を高める
ため外部との連携活動が一部の学科・教科にと
どまることなく全体に波及するような手立てや方
法を工夫する。
・広報では、校内の関係部署と連携を取り、ど
のような情報を取り上げるか早めに検討する。
・フェスタ笛吹では、目的意識をもって「おもてな
し」などを意識し、地域との連携や連帯感を持て
るようにする。また、生徒の地域貢献意識の醸
成を図る。
・外部の不特定多数への販売対応に注意を図
る。
・地域活動を生徒が主体的に計画、実施できる

B

B

４．笛吹市との包括連携等を活かして，地域課題に取り組む意識と行動力を育てる。

・キャリア教育推進研究指定校２年目として、山梨学院短期
大学、健康科学大学、県立農業大学校連携や、総合学科で
のJICA本部見学、建設現場見学会、保育実習など、外部と
の連携によるキャリア教育を計画的に実施できた。
・「総探」においては博物館学習などを取り入れ、郷土の歴
史や文化について学ぶ機会を取り入れている。学年進行に
応じて外部機関の協力を得ながら地域課題について考える
場面や社会人としての在り方について取り組みを発表する
機会を設けてるようにした。
・１学年（全学科）のインターンシップでは、１学年と連携をと
りながら、改善等を試みながら実施できた。また、笛吹市企
業説明会を今年度初めて実施でき、有意義な活動となり、職
業観を養う点についてのアンケート結果でも概ね好評であっ
た。
・土曜講座の回数は、概ね適切に実施され、進路希望分野
において、進路冊子等で情報提供に努めた。
・部活動顧問や分掌主任が直接ＨＰを活用したタイムリーな
情報発信ができるよう、年度当初に講習会を開くとともにブ
ログ更新を呼びかけ、学校の最新情報を分野別に迅速に発
信することに努めた。
・笛吹高校通信を２回発行、市内中学生や市外の中学３年
生へ配付し、学校生活の様子を詳しく発信した。

・魅力ある学校づくりグランドデザインを作成し、各教科、分
掌に具体的な行動目標を立てた。年度末に振り返りと次年
度への申し送りを行う。
・生徒会活動を充実させ、部活動の活性化のため、各部で
の活動を積極的に行い、自覚と肯定感の向上を図った。
・笛吹市との包括連携協定や甲府一高とのコンソーシアム
の構築などによって、協働的かつ体験的な生きた学習の場
を創生することができた。
・笛吹市の広報誌に本校情報を６回掲載し、多様性をアピー
ルすることができた。
・フェスタ笛吹では、地域へ定着した行事となっており、地域
や保護者から期待され実施できた。生徒実行委員を中心に
自主的に活動できたが、一部に祭り感覚であった生徒もい
た。
・食育推進全国大会の出店、八王子駅やまたま屋の出店、
台湾での販売PRなど学校生産物の外部出店及び産学官連
携を実施できた。 また、地域観光調査を実施した。
・ウエルカム笛吹や石和温泉駅周辺飾花活動を通して、地
域貢献への意識を醸成することができた。

B

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評

価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達成度

評価

年度末評価（令和２年２月５日現在）

・教育課程研究集会への参加者による伝達講習会を実施
し、新しい学力観や教育施策の共有を図った。
・「今未来手帳」について生徒指導関係説明会、アルバイト
実施記録等において積極的に活用。手続きについてのスケ
ジュール管理やアルバイト時間管理などに有効利用できた。
また、学年での情報共有ができた。
・年間２回実施する教員による相互授業参観は、第１回目８
６．６％。第２回目５６．７％となった。
・今年度の授業アンケートでは、いずれの項目も昨年度の数
値を上回っており、生徒が評価する授業の実施状況は良好
だった。授業の中での「話し合いや発表する機会」、「単元の
振り返り」について若干であるが不足を示す数値（12～
14％）となった。

１．魅力ある授業の工夫をとおして，学習意欲の向上と確かな学力の定着をはかる。

・本年で伝達講習も２回目ではあるが、新学習
指導要領の理解や解釈には教員個々の差があ
るようである。全体の場だけではなく、教科会議
等での共有の機会を増やすよう働きかける。
・「今未来手帳」を本人のみならず、担任や係で
記録を確認し、積極的な活用をしていきたい。
・外部機関との連携やITを活用した教材の開
発、授業への反映など積極的に取り入れて行
く。
・相互授業参観について、他教科の授業見学な
どを増やし、学力向上に向けて教員間で学びあ
うようにする。

２．日々の教育活動をとおして，良好な人間関係と規範意識の醸成をはかる。

・登校指導（年3回）について、PTAの協力を得ながら積極的
な生徒への声掛けの実践や情報提供の手立てとしての効
果は得られた。ＴＰＯに応じた態度・言葉遣いは、叱るのでは
なく考えさせる指導を徹底した。
・笛吹市との包括連携事業の一環として、市のオリンピアン
を講師に迎えて運動部活動ウエイトトレーニング教室を実施
し、特に、運動部活動の活性化に資するものとした。
・部活動ガイドランを昨年より意識をもって取り組むよう努力
したが、対応としてはまだ不十分もある。
・情報共有について、毎週金曜日に設定されている場では
徹底されているが、日頃の観察におけるリアルタイムの共有
について、もう少し積極さが必要であった。
・多様化する生徒の現状を常に教職員間で情報共有し、連
携、協力して指導した。また、規範意識の向上を目指した働
きかけを行った。
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・全教職員が一人一人の観察、関わりへの積極
的な取り組み、支援が必要な生徒に対し、皆で
かかわる体制の確立を行う。
・ウエイトトレーニング教室の継続的な取り組み
とともに、文化部活動も含めた本校全体の部活
動の活性化に向けて、また、少子化を迎える中
での部活動の活性化のあり方について、様々な
面から工夫を重ねていく。
・部活動ガイドラインに沿った活動を図る中で、
学習に取り組める環境を保証し、文武両道で積
極的に取り組む生徒の育成と学校生活の充実
感の向上を図る。
・管理職、分掌主任、学年主任での毎週金曜日
の意見交換での情報を教職員に提供共有し、
いじめや生徒対応を迅速に行う。
・指導する側の意識を高め、指導状況を共有で
きる体制をつくり、保護者の理解と協力を得な
がら連携していく。

・1年生でインターンシップを経験できることは、大きな意義が
あると考える。インターンシップ終了後には、一定のルールを
設けたうえで、アルバイトを解禁してはと思った。
・農場運営係の先生からの説明で、食品化学科や果樹園芸
科におけるご苦労はよくわかった。高校の実践をアピールす
るための努力は、企業のビジネス戦略のようだと感じた。そ
のような取り組みは大変だと思うが、生徒達の意欲も高まる
のではないだろうか。よりよいワインや作物づくりにより、笛
吹高校が、いつかは山梨県のブランドになってほしいと思う。
・実社会で働いてみる教育を工夫したらどうか、私の会社で
は、父親の横に子供（中学生）が座り、一日の仕事見学した
事があった。高校生の場合でも、もっとキャリア教育の経験
ができると思う。レポート提出もあり、これは親の審査が必要
であった。

・フェスタ笛吹においての所感であるが、教員が前面に出て
自ら動いている様子があちらこちらで見られた。あくまでも生
徒が主体の自主性を育む場として共通認識をもちたい。生徒
の「やらされいる感じ」が若干感じられてしまい残念だった。
・生徒のシチズン感覚、社会参画意識を高めるのは、大変難
しいことであると思う。地域との連携を意識した取り組みに
は、頭が下がる。その成果であると思うが、笛吹高校を地域
の高校として認識している保護者が、多くなってきているよう
な感じがする。これからも、地域との連携を大切にしていただ
き、地域に貢献できる人材を育てていただくようお願いした
い。
・私の場合、大学で学んだ専門知識が実社会では役立たな
い事を経験している。むしろ問題のとらえ方や解決までの手
順を大学の経験を利用していた。問題内容の工夫が必要と
思う。

・年度末評価の集計結果から、項目２．３において、教員と生
徒の間に認識の乖離があったことは残念。「伝えた」ことが
「伝わる」ことになる努力が必要かもしれないと思う。
・生徒の授業アンケート結果から、各々の教員にフィードバッ
クとその後の改善また感想をまとめる必要があると思われ
る。
・教科担当者での積極的な情報交換がさらに行われることが
望ましい。
・個々の生徒が「自分で学ぶ」姿勢の醸成が行われている。
・新学習指導要領の実施に向けて、授業づくりには様々な努
力をされていると思われる。学習の目標を明確にしたり、主
体的で対話的な活動が、授業に取り組まれていることを、ア
ンケートの結果から、生徒が実感していることがわかる。教
科担当同士も、授業内容や指導方法などの話し合いが、昨
年に比べて意識的に行われているようである。忙しい中大変
だと思うが、これからも授業改善に取り組み、より成果が上
がることを期待したい。
・学力の定着はその多くを本人の自覚と努力に負う所があ
る。その意味で自分自身が自分をどうとらえ、将来に向けて
今何をなすべきかを真剣に考える必要がある。見学した授業
では、概ねなされていた。

・同じ高校内に多様な背景、能力を持つ生徒がいる当校に
とって、お互いの違いを認め、受容しあう関係づくりを支える
ことは重要。
・国籍、現住所、居住地域の違いによる生活文化環境の差、
さらにLGBTなど、社会的な差異は厳然と存在することを理解
して、生徒間の人間関係づくりが行えるとよいだろう。また、
生徒自らがカウンセリングを希望する風土づくりも必要と思
われる。
・時代的な規範は変容していく。性役割も急速に変化してい
るので、女子制服にパンツスタイル導入するなど、検討をし
てみたらどうかと思った。
・部活動は、生徒指導上意義があるものであり、生徒も頑張
りたいという気持ちがあると思う。そのような状況で、ガイドラ
インに沿った活動は、難しいものがあると思う。いじめについ
ての対応は、今年は重大なものがなかったと聞いた。アン
ケートからも教師・生徒の肯定的評価が、昨年度より増えて
いることからも、取り組みの成果が表れているものと考える。
・様々な教育活動を通じ、工夫がなされていると感じた。

◎自己の可能性を信じ，何事にも主体的にチャレンジする生徒の育成
◎広い視野をもち，地域社会の形成にすすんで参画できる生徒の育成

山梨県立笛吹高等学校校長　井上　孝悦

学校関係者評価

実施日　（令和２年 ２月１７日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

３．キャリア教育を推進し，各々の適性に応じた進路の実現をはかる。
本年度の重点目標

3

・キャリア教育推進研究指定校２年目のまとめ
と検証を行い、外部機関との連携によるキャリ
教育や笛吹市との包括連携事業の推進を更に
充実、発展していく。
・「総合的探究の時間」の内容や評価の方法、
またポートフォリオへの対応など、引き続き新学
習指導要領に沿った進路指導の方策を検討し
ていく。
・インターンシップは、1学年全生徒を対象とす
る３年目の実施となるが、事業所の開拓等より
きめ細やかな対応をしていく。
・進学は、ここ数年の間に入試改革等が行われ
るため、全てのことを網羅するための対策をし
ていく。
・部活動や行事の情報発信が特定の分掌や
部、委員会に偏らないよう、また積極的にタイム
リーな情報を発信できるようにする。
・笛吹高校通信を計画的、継続的に発行し、他
の地域広報誌なども参考に、掲載記事の内容
を検討しならが笛吹市内や市外、各自治会等
へ本校のPRをしていく。


